
〈解答〉
１　１　真空放電
　　２　①　イ　　②　ア（完答）
　　３　電子線（陰極線）
　　４　１Ａ
　　５　ウ
　　６　０.２５倍
　　７　①　イ　　②　イ（完答）

配点　各１点　７点満点

〈解説〉
１　１　非常に高い電圧をかけると，普段は電流が流れることのない空気中などであって

も，電流が流れるようになる。このような，空間を電流が流れる現象を放電といい，
気圧の低い空間を電流が流れる現象を真空放電，普通の気圧の空間を電流が流れる
現象を火花放電という。雷は火花放電の一種である。実験１で用いた誘導コイルは，
数万Ｖの電圧を加えることができる装置である。

　　２　金属などの導体の中では，１図のように，自由に動き回る電子が数多くあって，こ
れらを特に自由電子という。電子は－の電気をもつ粒子なので，導体の両端に電圧
を加えると，電子（自由電子）は＋極に向かって移動していく。この電子の流れが電
流の正体である。このように，「電子は－極から＋極へ向かう向きに流れる」が，こ
のことは，「電流は＋極から－極へ向かう向きに流れる」ということが決められた後
に発見された。

　　３　明るいすじはクルックス間の－端子から飛び出した電子の流れである。そのため，
この明るいすじを電子線という。また，－端子（陰極）から飛び出したことから，か
つては陰極線とよばれることが一般的であった。

　　４　３図の回路は並列回路である。並列回路では，どちらの電球にも１００Ｖの電圧が加
わるので，電球Ｘには

　　　　　１００Ｗ÷１００Ｖ＝１Ａ
　　の電流が，電球Ｙには
　　　　　４０Ｗ÷１００Ｖ＝０.４Ａ
　　の電流が流れる。
　　５　４の解説より，１００Ｖの電圧を加えると０.４Ａの電流が流れるので，電球Ｙの抵抗

の大きさは
　　　　　１００Ｖ÷０.４Ａ＝２５０Ω
　　である。同様に，電球Ｘの大きさは
　　　　　１００Ｖ÷１Ａ＝１００〔Ω〕
　　である。
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　　６　オームの法則（電圧と電流は比例すること）より，電源装置の電圧を
　　　　　５０÷１００＝０.５倍
　　　にすると，回路を流れる電流も０．５倍になる。したがって，これらの積によって求め

る電力は
　　　　　０.５×０.５＝０.２５倍
　　　になる。
　　７　４図の回路は直列回路で，全体の抵抗の大きさは
　　　　　１００＋２５０＝３５０Ω
　　　であり，電球Ｘ，Ｙを流れる電流は

　　　　　１００Ｖ÷３５０Ω＝２７
 Ａ

　　　で等しい。したがって，電球Ｘ，Ｙに加わる電圧は，それぞれ

　　　　　１００Ω×２７
 Ａ＝２００７

 Ｖ　

　　　　　２５０Ω×２７
 Ａ＝５００７

 Ｖ

　　　である。以上より，電球Ｘ，Ｙで消費する電力は，それぞれ

　　　　　２００７
 Ｖ×２７

 Ａ＝４００４９
 Ｗ

　　　　　５００７
 Ｖ×２７

 Ａ＝１０００４９
 Ｗ

　　　となるので，電球Ｙの方が明るく点灯する。なお，３図，４図全体を比較すると，

　　　　　４００４９
 Ｗ＜１０００４９

 Ｗ＜４０Ｗ＜１００Ｗ

　　　より，それぞれの電球が点灯する明るさは，
　　　　　Ｘ（４図）＜Ｙ（４図）＜Ｙ（３図）＜Ｘ（３図）
　　　の順になっている。


